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6
1
年
度
か
ら
一
部
使
用
開
始

1
1
1
1
－
1

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適

な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
公

共
下
水
道
事
業
に
着
手
。
五
十
七
年
度
か
ら
四
ヵ
年
計

画
で
建
設
を
進
め
て
い
る
東
宇
治
下
水
処
理
場
の
建
設

と
、
一
部
地
域
の
汚
水
管
敷
設
工
事
も
順
調
に
進
み
、

処
理
場
の
建
物
は
ほ
ぼ
完
成
、
六
十
一
年
度
に
は
一
部

の
地
域
で
使
用
で
き
る
予
定
で
す
。

－

1

1

1

‐

汚
水
管
敷
設
工
事
も
順
調
に

雲
雨
の
公
共
下
水
導
勁
は

市
の
中
央
か
流
れ
忌
落
川
を
境

に
し
て
、
右
岸
の
東
宇
治
処
理
区

と
左
岸
の
洛
南
肌
理
区
に
分
け
て

策
定
さ
れ
て
い
求
ｙ
。

現
在
、
東
宏
裾
理
区
で
は
、

第
一
期
計
画
の
う
ち
の
一
日
三
、

五
〇
〇
ノ
の
下
水
処
理
能
力
（
五

千
三
百
人
分
）
か
石
つ
処
理
場
（
事

業
費
約
三
十
五
億
円
）
と
道
路
へ

の
汚
水
管
敷
設
工
事
か
適
め
て
い

未
了
。
こ
の
う
ち
、
処
理
場
の
土

木
、
建
設
工
事
は
ほ
ぽ
完
了
し
、

五
十
九
・
六
十
年
度
に
は
電
気
、

機
械
設
備
工
事
奎
竹
う
こ
と
に
し

て
い
毒
了
。

ま
た
、
汚
水
管
の
敷
設
工
事
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
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六
地
蔵
一
丁
目
・
札
ノ
辻
・
柿
ノ

木
・
紺
屋
町
、
木
幡
北
島
・
正
中
・

河
原
・
御
園
の
各
地
域
で
順
調
に

進
み
、
六
十
一
年
度
に
は
こ
れ
ら

の
地
域
で
下
水
道
の
使
用
が
で
き

る
予
定
で
す
。

東
雲
訳
理
区
は
、
宇
治
市
単

独
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
五
十

二
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し
た
。
同

事
業
の
全
体
計
画
は
、
処
理
面
積

八
四
〇
む
、
処
理
人
口
九
万
一
千

人
、
処
理
場
一
ヵ
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
一
期
計
画
と
し

て
六
地
蔵
全
域
と
木
幡
地
域
の
一

部
（
処
理
呼
積
一
三
苔
ヽ
処
理

人
口
一
万
四
千
人
）
の
事
業
認
可

を
深
け
、
五
土
八
年
度
ま
で
に
処

洛南処理区
（中・西宇治地域）

理
場
用
地
七
・
二
お
を
取
得
、
五

土
〈
年
度
か
ら
汚
水
管
敷
設
工
事
、

さ
ら
に
五
十
七
年
度
か
ら
処
理
場

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

4
市
3
町
で
広
域
処
理

洛
南
肌
理
区
は
、
京
都
府
が
進

め
て
い
る
木
津
川
流
域
下
水
道
事

業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
進
め
て
い

未
了
。

こ
の
事
業
は
、
府
と
木
津
川
流

域
の
四
市
三
町
（
京
都
市
、
宇
治

市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
久
御
山

町
、
田
辺
町
、
井
手
町
）
が
広
域

的
に
進
め
て
い
る
も
の
で
、
処
理

面
積
約
五
、
四
一
九
む
、
処
理
人

木津川流域（洛南処理区）下水道計画

▲東宇治下水処ｉｌ場の管理棟（右）と・2ｔＪＳ池（手前）（Ｂ月23日）

口
約
四
十
四
万
八
千
人
と
な
っ
て

ぃ
未
ｙ
。

こ
の
計
画
で
は
、
対
象
区
域
が

大
亨
そ
も
終
末
処
理
場
が
一
力

所
で
済
み
、
幹
線
汚
水
管
の
多
く

を
共
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
建
設

費
や
維
持
管
理
費
が
節
減
で
き
る

利
点
が
あ
り
ま
す
。
処
理
場
な
ど

の
主
要
施
設
の
建
設
は
京
都
府
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
（
洛
南
処
理
区
）
に

か
か
る
本
市
の
対
象
区
域
は
、
宇

治
川
左
岸
の
各
地
域
で
、
処
理
面

積
一
、
四
二
〈
お
、
処
理
人
口
十

二
万
一
〈
干
入
と
な
っ
て
ぃ
未
了
。

そ
の
う
ち
、
第
一
期
計
画
と
し
て

東宇治処理区域下水道計画

対
象
区
域
の
一
部
（
処
理
面
積
一

九
六
む
、
処
理
人
口
一
万
八
千
人
）

の
事
業
認
可
を
五
十
八
年
に
受
け

ま
し
た
。

＼

市
で
は
、
洛
南
処
理
区
に
つ
い

て
も
早
期
に
一
部
使
用
開
始
が
で

き
る
ぶ
フ
に
、
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

暮
ら
し
を
守
る
下
水
道

下
水
道
は
、
河
川
、
湖
沼
、
海

な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
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＾
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衛
生
的
で
快
適
な
牛
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
公
共
施
設

で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
下
水
道

普
及
率
は
現
在
三
割
程
度
で
、
欧

米
諸
国
の
ギ
九
割
に
比
べ
て
著

し
ぐ
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

こ
ラ
し
た
中
で
、
市
で
は
下
水

道
の
建
設
を
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
を
進

め
て
海
歪
し
ぺ
こ
れ
か
ら
も
、

下
水
道
事
業
の
計
画
的
推
進
に
努

め
、
み
ど
り
豊
か
な
住
み
た
い
住

ん
で
よ
か
っ
た
町
づ
く
り
牽
め
ざ

す
こ
と
に
し
て
り
革
ゐ
で
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
康
ｙ
。

な
お
、
宇
治
市
の
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
の
お
問
い
〈
お
せ
は
建

設
部
下
水
道
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）

へ
。

361

「
ふ
れ
あ
い
相
談
」
に
5
0
人

ト
市
民
の
相
談
に
親
し
く
応
じ
る
池
本
市
長
（
8
月
1
7
日
、
笠
取
で
）

山間地の悩み・相談が21件

市
長
が
町
に
出
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
「
ふ
れ
あ
い
相
談
」

が
八
月
十
七
日
、
午
後
一
時
半
か

ら
禾
年
四
月
に
完
成
し
た
笠
取
小

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
側
か
魚
米
市
長
を
は
に
あ

各
部
課
長
ら
計
三
土
ハ
人
が
出
席
。

地
元
か
ら
は
東
・
西
笠
取
、
炭
山
、

▲活発な意見交換が行われたｒ懇談会』

二
尾
、
池
尾
の

五
地
区
か
ら
約

五
十
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
「
一

般
相
談
」
が
行

わ
れ
、
「
若
者

が
少
な
い
た
め

消
防
団
員
が
不

足
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
悩
み

や
保
育
所
問
題
、

道
路
整
備
な
ど

相
談
件
数
は
二
十
一
件
に
の
ぽ
り

ま
し
た
。
続
い
て
開
か
れ
た
「
懇

談
会
」
で
は
、
巡
回
バ
ス
の
運
行
、

上
水
道
対
策
な
ど
生
活
環
境
整
備

や
地
域
振
興
に
つ
い
て
要
望
が
出

さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
意
見
交
換

但
び
午
後
四
時
半
に
終
わ
り
ま

し
た
。

すすむ下水

道事業

笠
取
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中
京
区
河
原
町
御

池
西
入
）
で
。

②
心
4
障
害
者

優
良
事
業
所
お
よ

び
優
良
心
身
障
害

者
の
表
彰
。

③
街
頭
で
の
啓

発
ビ
ラ
な
ど
の
配

布
。

（
交
通
労
政
課
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

九
月
三
日
か
ら
始
ま
り
奎
す
。
日
程
支
蕩
は
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
』
、
ま
た
は
四
月
一
日
発
行
の
「
市
政
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
で
い
る
、
「
予
防
接
種
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
▼
対
象
・
：
四
歳
未
満
の
乳
幼
児
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
（
生
後
三
ヵ
月
く
ら
い
か
ら
）
に
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
▼
持
参
す
る
も
の
・
・
・
母
子
キ
帳
と
問
診
票
▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
一
ｍ
ｍ
け
β
れ
な
い
子
芦
七
・
・
・
①
三
種
混
合
予
防
接
種
を
受
け
で
一
週
間
以
内
②
は
し
か
、
お
た
ふ
ぐ
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
受
け
で
一
ヵ
月
以
内
③
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
子
芦
も
④
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
は
し
か
、
風
兄
、
水
ぼ
シ
ぢ
7
が
治
っ
で
1
ヵ
月
以
内
⑤
と
び
ひ
、
水
い
ぼ
、
手
定
口
病
が
治
っ
て
二
週
間
以
内
▼
注
意
・
・
床
温
は
会
場
に
来
る
前
に
必
ず
計
っ
で
来
て
ぐ
だ
さ
い
。
灸
蕩
と
も
車
で
の
ご
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

健
康
講
演
会
～
中
高
年
心
身
の
変
化

人
間
は
年
を
と
れ
ぱ
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
や
老
化
に
よ
り
、

3
0
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
1
0
2
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
2

－
4
1
3
麹
町
会
館
内
・
（
財
）
明

る
い
選
挙
推
進
協
会
マ
ン
ガ
作
品

募
集
係
（
Ｓ
0
3
卿
Ｌ
6
1
3
－

4
）
へ
▼
発
表
・
・
・
1
2
月
1
0
日
の
予

定
。
審
査
結
果
は
、
主
催
者
茜
行

め
広
報
誌
「
私
た
ち
の
広
場
」
（
1
2

月
1
日
発
行
）
に
発
表
す
る
と
共

に
佳
作
以
上
の
人
に
通
知
し
濠
ｙ

心
臓
病
や
が
ん
な
ど
の
病
気
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
未
了
。
成

人
病
を
予
防
し
、
健
康
な
中
高

年
鷺
碑
そ
た
め
に
は
、
心
4

の
変
化
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
女
性
は
更
年

期
の
障
害
政
界
越
え
る
た
め
、

ま
た
男
性
は
多
忙
な
中
高
年

期
の
精
神
衛
生
の
た
め
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
宇
治
久
世

医
師
会
の
協
力
で
開
き
栄
す
。

▼
日
程
・
・
・
左
表
の
と
お
り
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
保
健
予
防
課
（

豊
⑩
－
1
4
1
）
へ
。

健康講演会日程表

とき ところ 講師

9／13Ｗ
いずれも

午後2時

Ｓ

4時

保健医療センター 田畑京子医師

9／2咄 木幡公民館 神谷啓造医師

9／2鮒 小ｔ公民館 完岡市光医師

（
保
健
予
防
課
）

高
血
圧
教
室

宇
治
保
健
所
と
宇
治
久
世
医

師
心
一
の
共
催
で
開
政
ま
安
。

▼
と
き
…
9
月
1
3
ａ
困
と
1
8

日
脚
の
λ
四
連
続
で
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半
か
ら
4

時
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
保
健

所
▼
内
容
…
高
血
圧
の
話
、
減

塩
食
の
話
と
試
食
、
日
常
牛
活

と
運
動
▼
対
象
・
：
血
圧
の
高
い

傾
向
に
あ
今
人
お
よ
び
そ
の
家

族
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健
所

（
豊
⑩
2
1
9
1
）
ま
で
電
話

で
。
（
保
健
予
防
課
）

▼
褒
賞
・
：
優
秀
作
品
と
入
選
作

品
に
は
賞
状
と
賞
金
べ
佳
作
に

は
賞
状
と
記
念
品
奎
喝
呈
し
ま
す
。

な
お
、
佳
作
以
上
の
作
品
の
版

権
は
、
主
催
者
で
あ
る
（
財
）
明
る

い
選
挙
推
進
協
会
と
自
治
省
に
属

し
、
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
運

動
に
自
由
に
利
用
で
き
る
も
の
と

し
柔
ｙ
。

せ
ん
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま

（
選
挙
管
理
委
員
心
一
）

362
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万
福
寺
の
建
立
や
黄
梨
禅
の

普
及
は
、
中
国
人
を
中
心
に
し

で
行
わ
れ
た
が
、
黄
柴
禅
を
学

ん
だ
日
本
人
の
中
に
は
、
学
問

の
普
及
や
社
会
事
業
に
功
績
泡

残
し
た
人
が
少
な
く
な
い
。
ｔ

眉
光
や
次
回
で
述
べ
孚
翁

道
覚
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。

鉄
眼
は
、
寛
永
七
年
（
一
六

三
〇
）
、
肥
後
国
下
益
城
郡
守

山
（
現
在
の
熊
本
県
下
益
城
郡

小
川
町
）
で
生
次
れ
、
十
三
歳

の
時
に
出
家
、
小
倉
（
福
岡
県
）

や
京
都
に
遊
学
し
、
主
と
し
て

浄
土
真
宗
の
教
義
を
学
ん
だ
と

い
わ
れ
で
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
真
宗
の
教
義
に
疑
問
を
拘
て

ぷ
つ
に
な
り
、
隠
元
と
長
崎
の

腫
福
寺
で
会
っ
て
以
降
、
黄
栞

禅
に
愁
ヂ
る
と
と
も
に
、
木

庵
に
師
事
し
た
。

黄
槃
僧
に
転
じ
た
後
、
鉄
眼

は
寛
文
陥
（
一
六
六
八
）
、
一

切
経
の
開
板
奎
一
芋
。
一
切
経

と
い
う
の
は
、
釈
迦
の
説
法
で

あ
る
「
経
」
と
仏
教
徒
の
牛
活
規

定
で
あ
る
「
律
」
、
そ
し
て
教
義

に
関
す
る
仏
教
徒
の
著
作
で
あ

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
天
海
版

の
一
切
経
も
わ
ず
か
の
部
数
し

か
印
刷
さ
れ
ず
、
仏
教
徒
に
と

っ
て
貴
重
な
書
物
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
数
が
不
足
し
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
鉄
眼
は
一

切
経
の
出
版
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

寛
永
九
年
、
鉄
眼
は
隠
元
、

木
庵
に
一
切
経
を
開
板
す
る
旨

本
に
す
る
ぷ
つ
助
言
が
与
兄
ら

れ
、
ま
た
開
板
用
の
板
木
を
収

め
る
場
所
と
し
て
、
万
福
寺
境

内
に
寺
地
が
提
供
さ
れ
、
鉄
眼

は
こ
こ
に
宝
蔵
院
と
称
す
る
一

宇
を
建
立
し
た
。
鉄
眼
の
開
板

事
業
は
、
多
く
の
援
助
に
支
え

＾
ａ
．
れ
な
が
ら
、
寛
文
九
年
、
京

都
木
屋
町
二
条
に
印
刷
所
を
設

け
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鉄
眼
の
一
切
経
開
板

受け付けは29日まで

る
「
論
旨
集
大
成
し
た
仏
教
聖

典
で
、
別
に
大
蔵
経
と
も
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。
’
奈
良
時
代

に
日
本
に
将
来
さ
れ
て
以
降
、

書
写
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
寛
永
年
間
（
一
六
二

四
～
四
四
）
に
は
、
将
軍
の
命

に
よ
っ
て
、
寛
永
寺
の
僧
天
海

が
木
板
で
の
出
版
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
書
写
は
多
く
で
き
る

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技
能
功

労
者
の
表
彰
奎
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
長
年
一
つ
の
職

業
に
携
わ
り
、
優
れ
た
技
能
を
磨

い
て
こ
ら
れ
た
人
た
ち
の
功
労
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
社
会
的
・

経
済
的
地
位
や
技
能
水
準
の
よ
り

一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
っ

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
た

め
の
資
金
募
集
に
乗
り
出
し
た
。

江
戸
・
大
坂
・
九
州
を
中
心
に

講
説
旅
程
を
続
け
る
鉄
眼
に
対

し
て
、
肥
後
の
大
名
細
川
氏
か

ら
多
額
の
寄
付
が
あ
っ
た
の
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
地
の
僧
尼

や
民
衆
か
ら
多
く
の
喜
捨
金
が

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
隠
元
か
ら

は
、
中
国
明
版
の
一
切
経
を
底

て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
に
表
彰
を

受
け
た
人
は
三
百
十
人
で
す
。

第
十
三
回
目
夕
迎
え
た
今
年
も
、

九
月
二
十
九
日
出
ま
で
技
師
功
労

者
の
推
薦
舎
客
吠
付
け
て
い
未
ｆ
ｙ
。

表
彰
の
対
象
と
な
る
職
種
や
表
彰

基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の

表
彰
基
準
に
該
当
す
る
人
が
為
り

ま
し
た
ら
、
同
業
の
団
体
、
商
工

▲実技を披露する表彰者（昨年11月23日の表彰式で）

開
板
を
開
始
し
て
十
年
後
の

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
秋
。

一
切
経
六
千
九
百
五
土
ハ
巻
が

完
成
し
た
。
板
木
は
桜
を
使
用

し
、
一
枚
の
板
の
大
き
さ
が
縦

八
寸
、
‘
横
二
尺
七
寸
、
厚
さ
五

分
で
、
補
助
板
を
含
め
る
と
約

六
万
枚
も
要
し
た
。
す
ぐ
に
初

刷
が
行
わ
れ
、
こ
の
年
の
七

月
、
後
水
尾
法
皇
に
一
部
を
贈

業
者
の
団
体
鳶
呼
応
、
町
内
会
、

自
治
心
一
や
個
人
か
ａ
．
5
＊
薦
書
を

市
9
屏
交
通
労
政
課
ま
で
提
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
職
種
〉

大
工
、
建
築
技
術
、
左
官
、
土

木
技
術
、
建
築
手
伝
い
、
と
び
、

屋
根
、
畳
、
配
管
、
削
井
、
造
園
、

電
気
工
事
、
鉄
工
、
溶
接
、
板
金
、

金
網
加
工
、
の
こ
ぎ
り
目
立
て
、

茶
缶
製
作
、
塗
装
、
看
板
、
表
具
、

扇
子
仕
立
て
、
建
具
、
指
物
、
家

具
製
造
、
桶
屋
、
竹
細
工
、
茶
び

っ
製
作
、
陶
工
、
石
工
、
彫
刻
、

う
る
し
工
芸
、
写
真
、
下
絵
、
押

絵
、
美
容
、
理
容
、
調
理
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
洋
裁
、
和
裁
、
刺
し

ゅ
コ
、
製
茶
、
製
パ
ン
、
菓
子
製

造
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
、

自
動
車
整
備
、
自
転
車
組
み
立
て
、

時
計
修
理
、
製
靴
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
あ
ん
ま
・
マ
″
サ
ー
ジ
の
各

職
種
。
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と

認
め
た
職
種
。

〈
表
彰
基
準
〉

①
市
内
に
引
き
続
き
五
年
以
上

住
所
を
有
す
る
人
②
技
能
者
と
し

て
市
内
の
事
業
所
に
五
年
以
上
従

呈
し
て
い
る
。
天
和
二
年
（
一

六
八
二
）
ま
で
に
、
四
百
部
が

刷
ら
れ
、
各
地
の
寺
院
に
配
布

さ
れ
た
。

こ
の
年
の
三
月
、
鉄
眼
は
五

十
三
歳
で
没
し
た
が
、
彼
の
一

生
は
一
切
経
の
開
板
と
い
う
、

か
つ
て
な
い
大
事
業
に
終
幻
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
出
版
に
よ
っ
て
、
多
く
の

仏
教
徒
は
筆
写
の
労
か
費
や
さ

ず
に
済
む
こ
と
と
な
り
、
仏
教

研
究
に
多
大
の
便
宜
を
与
兄
た

し
、
ま
た
底
本
に
明
版
か
使
用

し
た
こ
と
は
、
明
朝
風
の
書
体

忿
糊
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
江

戸
時
代
に
な
っ
て
、
従
来
の
写

経
体
は
そ
の
書
体
が
く
ず
れ
、

粗
悪
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の

鉄
眼
版
が
明
版
で
覆
刻
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
在
来
の
書
体

は
一
変
さ
れ
る
。
・
套
鏡
在
の

活
字
に
用
い
ら
れ
て
い
る
明
朝

体
も
、
こ
の
鉄
眼
の
も
の
が
基

礎
と
な
っ
て
お
り
、
印
刷
史
上

に
大
き
な
影
響
を
与
λ
た
こ
と

も
見
逃
炉
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
歴
史
資
料
室
）

頒言

勁賞だ惣鷺言も兪回

ごこ芯μ、’．’言ド……ｙ・2Ｃ．ｆ・，万言□

，

鍵言言

▲鉄眼版一切経板木（部分）

事
し
、
経
験
年
数
三
十
年
以
上
で
、

十
一
月
二
十
三
日
現
在
で
満
六
十

歳
以
上
の
人
9
易
め
て
優
れ
た

技
能
を
有
し
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
人
④
引
き
続
き
そ
の
職
業

に
従
事
し
、
同
一
職
業
の
指
導
的

立
場
に
あ
る
人
⑤
小
規
模
の
事
業

所
に
従
事
し
て
い
る
人
。

（
交
通
労
政
課
）

多数のご来場を

国際伝統工芸博

「京都」

10月6日～12月9日

全
国
の
伝
統
工
芸
品
を
一
堂
に

会
し
、
展
示
‘
実
演
・
即
売
奎
行

い
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
・
・
・
1
0
月
6
日
1
1
2
月
9

日
▼
時
間
・
・
・
午
前
9
時
～
午
後
6

時
▼
心
一
場
…
京
都
駅
八
条
口
南
側

広
場
▼
前
売
入
場
券
：
大
人
七

百
五
十
円
（
当
日
九
百
円
）
、
中
・

高
校
生
＝
五
百
五
十
円
（
当
日
七

百
円
）
、
小
学
生
＝
五
百
円
（
当
日

六
百
円
）
で
、
商
工
観
光
課
ま
た

は
商
工
心
一
議
所
で
9
月
2
0
日
ま
で

販
売
。
（
商
工
観
光
課
）

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

心
身
障
害
者
に
雇
用
の
場
を

九
月
は
、
『
心
ｆ
ｔ
障
害
者
雇
用

促
進
月
凹
で
す
。
心
身
障
害
者

の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
土
〈
年
の
国
際
障
害
者
年
を
契

機
に
、
改
善
の
方
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
や
や
伸
び
悩
ん
で
い

ま
ず
。

心
身
障
害
者
の
雇
用
心
血
進
す

る
た
め
に
は
、
障
害
者
自
身
の
職

業
的
自
立
へ
の
自
覚
と
努
力
、
そ

し
て
社
会
全
体
の
、
と
昨
わ
け
事

業
主
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
府
で
は
心
身
障
害

者
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
、
府
民

の
皆
さ
ん
、
特
に
事
業
主
の
関
心

と
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
奎
目

的
と
し
て
、
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
運
動
を
実
施
↓
津
ｙ
。

〈
月
間
行
事
〉

①
京
都
府
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
大
命
：
○
北
部
地
域
＝
9
月
5

日
唄
京
都
府
中
丹
文
化
＜
！
Ｒ
館
（

綾
部
市
里
町
久
田
2
1
）
で
○
南
部

地
域
＝
9
月
1
7
日
側
、
本
能
寺
文

化
心
一
館
（
京
都
市

＾
＾
・
＞
―
＞
■
■
＜
■
ｔ
＾

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

9
月
3
日
～
7
日

宇
治
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

本
年
九
月
二
日
に
登
録
す
る
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

◇

▼
と
き
…
9
月
3
日
囲
ｒ
7
日

ｓ
、
時
間
は
午
前
8
時
半
～
午
後

5
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
▼
登
録
さ
れ
る

人
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

本
年
9
月
1
日
現
在
、
引
き
続
い

て
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
①
昭

和
3
9
年
9
月
2
日
ま
で
に
生
次
れ

（
満
2
0
歳
以
上
）
、
5
8
年
9
月
3
日

か
ら
9
年
6
月
1
日
の
間
に
転
入

届
を
し
た
人
②
昭
和
5
8
年
1
2
月
2
0

日
か
ら
5
9
年
9
月
2
日
の
間
に
満

2
0
歳
に
な
っ
た
人
（
昭
和
3
8
年
1
2

月
2
0
日
か
ら
池
年
Ｏ
）
月
2
日
の
間

に
出
生
）
で
、
5
9
年
6
月
1
日
ま

で
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
は
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
ず
。
間
違
い
が
な

い
か
確
か
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

明
る
い
選
挙
啓
発
用

マ
ン
ガ
募
集

▼
内
容
・
テ
ー
了
・
選
挙
に
つ

い
て
感
じ
る
こ
と
、
ま
た
政
治
・

選
挙
と
日
常
隻
君
の
関
連
性
、

有
権
者
の
心
構
え
、
立
候
補
者
へ

の
希
望
や
批
判
、
理
想
的
な
選
挙

・
政
治
の
構
想
図
な
戸
を
内
容
と

し
、
一
党
一
派
に
片
寄
ら
な
い
も

の
。
作
品
中
に
言
葉
や
キ
ャ
″
チ

フ
レ
ー
ズ
な
ど
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

衆
Ａ
れ
る
の
は
自
由
で
す
が
、
「
公

明
」
、
「
明
正
」
の
文
字
は
使
用
不

可
▼
応
募
方
法
・
・
・
用
紙
は
白
ケ
ン

ト
紙
。
岑
答
は
Ｂ
Ｉ
版
（
1
8
・

2
×
2
5
・
7
り
）
以
内
。
縦
・
横

と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
Ｉ
コ
マ
か
ら

4
コ
マ
ま
で
自
由
。
黒
一
色
を
使

用
し
、
愕
叩
の
裏
に
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
職
業
、
性

別
を
記
入
の
こ
と
。
一
人
で
何
点

で
も
5
募
可
。
。
自
作
未
発
表
の
も

の
に
限
り
未
了
▼
応
募
先
…
9
月

技能功労者の推

薦を

宇
治
市
史

の
窓

保健予
防のお
知らせ
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受講生を募集
宇
治
市
公
民
館
、

小
倉
公
民
館
の
百

幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開
章
ま
す

こ
の
学
級
は
、
三
歳
児
を
中
心

と
す
る
幼
児
の
親
を
対
象
に
、
子

公民館のお知らせ

μ
も
の
成
長
に
｛
Ｂ
せ
て
ど
の
よ

之
銕
面
教
育
か
尹
刄
ｔ
い
の

か
、
子
芦
も
の
発
達
と
は
ど
の
よ

．
ｒ
ｖ
ｗ
も
の
か
欠
講
師
か
交
え
て

み
ん
な
で
考
え
今
Ｅ
）
の
で
す
。

▼
日
程
・
内
容
…
右
下
表
▼
と

き
…
各
公
民
館
7
石
午
前
9
時
半

1
正
午
▼
各
公
民
館
と
も
3
0
人
で
、

材
費
・
・
・
調
理
実
習
時
の
材
料
費
実

費
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

「
幼
坦
屁
教
育
学
級
受
講
希
望
」

と
書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
9
月
1
2
日

必
着
で
、
希
耀
て
る
公
民
館
へ
▼

保
育
…
2
歳
以
上
の
幼
児
、
定
員

2
0
人
（
宇
治
市
公
民
館
は
1
5
人
）

を
保
育
ト
笙
す
。
希
望
者
は
、
受

講
申
し
込
み
時
に
、
幼
児
の
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
を
書
い
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
と

し
て
、
宇
治
市
公
民
館
六
百
円
、

木
幡
公
民
館
六
百
五
十
円
、
小
倉

公
民
館
五
百
五
十
円
か
必
要
で
す
。

ｃ宇治市公民館…宇ｉＹｉ里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａＲ4687）

同
和
問
題
と
人
権

「
同
和
問
題
と
人
権
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
六
回
で
、
同
和
問

題
と
は
何
か
、
同
和
地
区
の
歴

史
、
差
別
の
実
隅
と
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
海
蛋
し

た
。

「
近
代
化
、
民
主
化
が
進
ん

だ
現
代
社
会
で
は
、
同
和
問
題

は
過
去
の
問
題
だ
」
と
思
っ
て

お
ら
元
だ
人
に
は
、
今
な
お
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
基
本
的

人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い

る
と
い
ラ
現
実
を
理
解
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
よ
ラ
か
。

幼児家庭教育学級の日程表（3公民館）

宇治市公民館

月臼
－ ア ー マ

講師

9／27陶
開講式学級を進めるに当たって

宇治南公尺館Ｍ

10／1ｍ）幼児の心會の兄直 私Ｚ三串戸侃冑間圀良杉本睦子さん

ｉｏ／ｓ四子供の情姐を登かにするには（遊ぴを通して）京都丈皿短期大乍教授秋浜友子さん

10／181＊1子どもの病気と予防 小児ｎ医呻皿ｓｃ余Ｋ郎さん

10／22凹ｉ力’Ｊｉのしつけとｎ立南・稗法保冑所卜ｉ

10／29（11）保育室の一日 孚治4ｉ公尺皿保母

11／ｓ（ｒａｉｔｌ児をはぐくむ家庭・地域のあり方

幸画南斤少年唾全

冑成協議全
会匯笠ｓ喝教増さん

11／121）1）子どもぴ）栄隻（偏食をなくすためにｌｉ）・澗ｎｉ．実肖市教介・Ｍ会皿皿

11／16（4）幼児のＪｔとばの発達
駅鈴教育大幸助教授Ｘ計霧夫きん

ｌｌ／22恥子どもと絵本 児置文学研叉者曹野ｆｊ賢さん

ｌｌ／29（≪子どもの成艮とｉｓの成長 2ａ皿大幸講師片岡鳩子さん

12／3（川学習のまとめ 宇心市公尺館●員

◇

中
学
生
を
考
え
る
講
座

親
と
し
て
接
し
万
の
難
し
い
年

ご
ろ
は
中
学
生
で
す
。
中
学
生
の

心
の
動
き
や
実
態
を
通
し
て
、
親

と
し
て
望
ま
し
い
あ
り
方
や
子
ど

も
へ
の
接
し
方
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
程
・
テ
ー
マ
…
左
下
表
▼

と
き
・
：
午
後
1
時
半
か
ら
4
時
▼

と
こ
ろ
…
小
倉
公
民
館
▼
対
象
…

市
内
在
住
の
小
学
校
高
学
年
、
中

学
生
の
親
▼
定
員
…
4
0
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
「
中
学
生

を
考
え
る
講
座
受
講
希
？
と
書

い
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
子
ど
も
の
在
籍
学
校
名

と
学
年
を
書
い
て
、
9
月
Ｈ
日
ま

解
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

生
活
の
中
の

身
近
な
差
別

と
こ
ろ
で
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
が
ち
な
同
和
問
題
も
、
私
た

で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

郷
土
史
講
座
「
お
茶
」

宇
治
の
町
は
、
気
候
風
土
が
お

茶
の
成
育
に
適
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
古
く
か
ら
高
級
茶
を
生

産
し
て
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
宇

治
の
お
茶
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

中学生を考える講座の日程表

回 月日
－ ア ー マ

講師

1 9／1＆り
舛しい竿ごろ一中■ｒｔのこころ－患皿なｆ人学．

』、。5≫Ｓ．。

2 9／28（5Ｓ
観とｒ・の

心の触れ介い

以む少年と家映力問題研究所

叫長，紬・治皿さん

3 10／5（刳 中学生ら間岫町動と戟乍心・教育ーＭ会，ｊｉ少年対策ψ．職Ｍ

4 10／ｌｌｌね
ｒ・どもの心の

ひずみとつまずき
京紅医療少年院－＾ｆｉ

5 Ｉ0／19（剥進路を考える
山皿皿會岫ぶ

な
ど
で
人
夕
差
別
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
結
婚
を
考
え

て
も
当
人
同
士
の
意
思
に
反
し

て
、
そ
の
こ
と
が
障
害
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
既
に
、
日

本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

人
権
は
平
等
に
尊
重
を

さ
ら
に
、
国
や
府
、
市
の
行

政
機
関
が
、
そ
の
貴
務
と
し
て

同
和
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
同
和
対
策
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
理

ち
の
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
考

え
て
み
る
と
、
広
く
社
会
的
な

問
題
で
あ
る
こ
と
が
よ
ぐ
分
か

り
ま
す
。
例
え
ば
あ
な
た
は
、

仕
事
や
学
歴
。
家
柄
、
出
身
地

基
本
的
人
権
を
侵
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
と

っ
て
、
水
や
空
気
の
ぶ
つ
に
当

た
り
前
の
ぷ
フ
に
思
っ
て
い
る

基
本
的
人
権
も
、
気
が
付
か
な

木幡公民館

月日
－ ア ー マ

講師

9／21囲
ｒ≫！講式

学習を進めるに当たって

子可てで今柚んでいる本
木帷公民館長市立北本幡保會所掻

9／28（4）乳児から幼児にかけての自我の発達
京都倒際社会編吐セン

ター力ぞみ親子相眩惑

相紬鍼麻ｔ武さん

10／2（・心幼児の業養管理とｉｉ食（ｎａ実習）日本調理師専門学校講師辻囲継1支きん

10／ｌｌ閑子どもの能力の発達京都教冑大学助手水谷余行さん

10／19ｆ≪ｉ子どもの精神兌ｉｔ京都教育大学助校授ｘ升喜夫きん

10／25陶幼児の避びと観のがかわり方 京都教冑大乍講師加刷文男さん

10／29Ｗ1絵本の勣用と選び方 京都女予大学助教授岡日純也きん

Ｕ／8困非行の撃は幼児期から 京郡吟立卜具陽掌咬元校援山西ａ男さん

11／12卯子どものしつけと生ｉＳ習慣 市立北本幡似育所掻

11／22困ｉｔｉ＞）ｔ期からの家庭における同和教冑4，教介ＳＵ公皿八

ｌｌ／30（≪）心ヽを豊かにする音楽 中鳥音楽研究所所長中島方奥さん

12／ｉ勿創造性を育てる
皿教大乍講師池田一良きん

12／13（＊1学習のまとめ 木幡公Ｋ皿職員

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
時
間

・
：
い
ず
れ
も
午
後
7
｀
Ｔ
9
時
▼

と
こ
ろ
…
小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
▼
定
員
・
・
・

5
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き

に
「
郷
土
史
講
座
受
講
希
望
」
と

書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
9
月
1
6
日

必
着
で
小
倉
公
民
館
へ
。

郷土史講座の日程表

回 月日 － ア ー マ

講師

1 9／21（，－≫記録74ルムに見る宇治荼の生産巾唾史賢料室職Ｍ

2 ｓ／28剥宇治の町とぉ鼎

3 10／5（勿 ぉＳｔｉｓ直中

4 1Ｏ／12Ｃ剛
．Ｅ露宛柊の地・小兪－小齢荼ｔ叫りｔｔ．’ｌ－

小山政次ａ「哨店（・小山牟一さん

5 10／17（＊）お茶のおいしい入れタｊ・小會纂叢斤年団々輿

い
間
に
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
侵
さ
れ
た
時
に
始
め
て

そ
の
大
切
さ
に
気
が
付
ぐ
も
の

な
の
で
す
。
人
権
は
、
全
て
平

等
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
人
権
を
守
っ

て
ゆ
く
た
め
に
も
、
ま
ず
他
人

の
人
権
盈
尋
重
し
ま
し
ょ
う
。

（
同
和
対
策
室
）

小倉公民館
月日

－ ア ー マ

講師

9／20冲
開ａ式乍級を進めるに当たって

小禽公民館μ

9／27沁幼児の心身の見遣
糸都市立ーー短期大学

収授鴫潭峯皿さん

10／31＋）幼児のことばの発ｉｔ

10／12141休を育てる良±活 食品問題研究家山呵万・さん

10／Ｉ8陶心を育てる食生ｉＳ

10／25十偏食をしない工夫（調理実習）市教育ｔＳ会●Ｍ

ｌｌ／ｌｌ昶子Ｉｆもを他人に預ける 小會公尺館保母

11／8Ｃ＊子育て最中の母観の生き方 枚方廿會教育研究所所貝由・洋？きん

11／Ｉ5湘子どもにとぅての遊び（伝承Ｓ．び）子どものＡｉｒを考える教室受講生

ｌｌ／23（≫子どもを取り巻く社会環境 京都大幸助教授上杉孝貰さん

ｌｌ／29冲Ｍ．幸習のまとめ 小倉公民館皿員

市
民
ア
ト
リ
エ
―
木
工
教
室
―

芸
術
の
秋
、
あ
な
た
も
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ｙ
と
寸
・
9
月
2
0
日
、
1
0
月
4
日
、
1
8
日
、
Ｈ
月
1
日
、
1
5
日
、
1
9
一
月
6
日
の
6
回
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
前
9
時
半
Å
1
1
一
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
彫
刻
刀
の
研
ぎ
方
な
芦
基
礎
学
習
1
五
寸
角
の
祭
盾
し
奈
托
ま
た
は
銘
々
皿
の
制
作
▼
指
導
者
・
・
・
京
都
精
華
大
学
講
師
、
村
山
明
さ
ん
▼
費
用
…
教
材
費
三
百
円
▼
準
備
す
る
物
…
筆
記
用
具
、
彫
刻
刀
五
本
組
み
（
第
1
回
目
に
持
参
し
、
使
用
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。
・
購
入
希
望
者
に
は
、
ど
の
よ
ラ
な
も
の
が
適
し
て
い
る
か
説
明
。
五
本
組
み
で
約
六
千
円
）
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・
1
5
人
▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
「
木
工
教
室
参
加
希
望
」
と
書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

1
1
1
1
1
1
1
－
ｌ
ゆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
－
―
－
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
ｌ
ｌ
ｓ
―
Ｉ
Ｉ
―
ｉ
1
1
ｓ
Ｉ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
明
記
し
、
9
月

1
0
日
必
着
で
木
幡
公
民
館
へ
。
希
望
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
で
決
定
し
通
知

。

子
ど
も
映
画
会

▼
と
き
・
：
9
月
8
日
出
、
午
後

2
時
～
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
上
映
フ
ィ
ル
ム
…
「
金

色
の
足
あ
と
」
カ
ラ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｈ
分
）
、
「
チ
ロ
の
木
大

■
Ｗ
ｊ
ｖ
な
あ
れ
」
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
（

2
1
分
）
、
「
イ
ル
カ
と
少
年
」
カ
ラ
ー
児
童
劇
固
（
4
5
分
）
。

名
作
映
画
鑑
賞
会

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
9
月
1
4
日
午
後
6
時
半
～
8
時
半
―
木
幡
公

民
館
、
9
月
1
5
日
午
前
1
0
時
～
正
午
＝
小
倉
公
民
館
、
9
月
1
5
日

午
後
1
時
半
1
3
時
半
―
宇
治
市
公
民
館
▼
上
映
作
品
・
：
「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
、
監
督
＝
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ラ
・
‐
‐
、
出
演
＝
オ
ー
ド
リ

ー
・
へ
″
プ
バ
ー
ン
ほ
か
、
1
時
間

5
8
分
、
字
幕
ス
ー
パ
ー
。

棋
島
町
南
落
合

小
鹿
倉
由
記
ち
ゃ
ん

お
知
ら
せ

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
募
集

市
で
は
、
事
務
補
助
の
臨
時
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
募
集
人
員
…
約
4
0
人
▼
期
間
…
9
月
中
旬
か
ら
約
2
ヵ
月
間
▼
勤
務
時
間
・
・
・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
▼
申
し
込
み
…
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
添
付
の
う
え
9
月
6
日
ま
で
に
職
員
課
へ
▼
採
用
…
書
類
選
考
の
う
え
決
定
し
、
本
人
宛
通
知
し
ま
す
。
（
職
員
課
）

母
子
家
庭
の
母
親
に
半
日
人
間
ド
ッ
ク

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
と
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
の
ご
好
意
に
よ
り
費
用
は
無
料
で
す
。
。

ゆきちゃんは、絵本が大好きな

゛文学少女。。良い本をたくさん

読んで、元気に育ってね。

この欄に掲載するお子さん（58

年9月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

――

▼
受
診
日
・
：
1
2
月
1
日
～
2
6
日

ま
で
の
午
前
中
（
た
だ
し
、
日
曜

日
は
除
ぐ
）
▼
実
施
病
院
・
：
京
都

第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

▼
検
査
項
目
・
：
尿
、
血
液
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
腸
透
視
、
心
電

図
検
査
、
内
科
・
婦
人
科
一
般
診

察
（
子
宮
ガ
ン
検
査
を
含
む
）
▼

対
象
…
母
子
家
庭
の
母
親
及
び
寡

婦
▼
申
し
込
み
…
9
月
2
0
日
ま
で

に
福
祉
課
（
豊
⑩
一
1
4
1
）
ま

た
は
、
母
子
会
事
務
局
（
襲
逗

祉
協
議
会
内
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

（
福
祉
課
）

宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

入
園
児
を
募
集

宇
治
福
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
に
子
通
園
に
よ
る
療
育
を
し

て
い
未
丁
。
5
9
年
度
第
2
ク
ー
ル

の
入
園
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、

9
月
1
0
日
ま
で
で
す
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
。
（
福
祉
課
）

親
子
イ
モ
掘
り
大
会

▼
と
き
・
・
・
9
月
2
4
日
（
振
り
替

え
休
日
）
、
午
前
1
0
時
出
発
（
雨
天

中
止
）
▼
集
命
：
午
前
9
時
半
に

大
久
保
自
衛
隊
正
門
前
の
。
い
ち

夕
駐
車
場
▼
と
こ
ろ
…
城
陽
市

上
津
屋
野
神
▼
定
員
・
・
・
1
0
0
人
（
先

着
順
）
ｙ
参
加
料
・
：
圭
に
つ
き

四
百
円
（
イ
モ
3
株
と
保
険
料
を

含
む
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
9
月
1
4
日

ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
参
加
料
持

参
で
直
接
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
心
一
。

（
市
民
体
育
課
）

手
話
を
習
い
ま
せ
ん
か

受
講
生
を
募
集

手
話
の
学
習
や
ろ
う
あ
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
ろ
う
あ
者
問
題
の
正
し
い
理
解
を
広

め
て
い
く
た
め
手
話
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
▼
時
間
…
い
ず
れ

も
午
後
7
時
～
8
時
半
▼
対
象
・
：
ろ
う
あ
福

祉
に
関
心
が
あ
り
、
仝
回
出
席
で
き
る
人
▼

場
所
…
宇
治
市
公
民
館
（
市
民
会
館
）
▼
参

加
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
福
祉
課
ヽ
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
。
（
福
祉
課
）

宇治手話教室の日程表

宇
治
川
観
月
茶
会
▼
と
き
・
・
・
9
月
8
日
出
と
9
日
間
、
い
ず
れ
も
午
後
5
時
1
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
宇
治
公
園
（
塔
の
島
）
▼
茶
券
・
：
前
売
り
二
千
五
百
円
（
抹
茶
．
ｂ
）
ん
茶
・
点
心
・
観
月
舟
）
、
当
日
千
円
（
抹
茶
ま
た
は
せ
ん
茶
・
茶
そ
ば
）
▼
前
売
り
券
発
売
所
…
宇
治
観
光
協
会
、
宇
治
商
工
会
議
所
▼
問
い
〈
Ｂ
ｔ
・
・
・
宇
治
観
光
協
会
（
き
⑩
1
3
3
4
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）
中
国
陝
映
西
省
歌
舞
院
「
唐
・
長
安
楽
舞
」
京
都
公
演
▼
と
き
・
・
・
9
月
1
6
日
旧
、
午
後
2
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
入
場
料
・
・
・
二
千
円
（
2
0
人
以
上
は
Ｉ
割
引
き
）
▼
入
場
券
の
取
り
扱
い
…
9
月
1
5
日
ま
で
に
市
役
所
玄
関
案
内
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

未
就
彙
看
護
婦
の
調
査

看
護
婦
Ｂ
’
准
看
護
婦
叫
助
産
婦
、
保
健
婦
の
資
格
夕
痔
っ
て
お
ら
れ
る
人
で
、
現
在
業
務
に
就
い
て
お
β
れ
な
い
人
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
で
前
回
ま
で
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
な
い
人
は
、
電
話
ま
た
は
、
は
が
き
な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼
連
絡
事
項
・
・
・
住
所
、
氏
名
、
Ｓ
話
番
号
、
生
年
月
日
、
免
許
種
別
▼
連
絡
受
付
期
間
…
9
月
1
日
～
3
0
日
▼
連
絡
先
・
：
京
都
府
宇
治
保
健
所
（
宇
治
若
森
7
－
6
豊
⑩
2
1
9
1
）
。
（
宇
治
保
健
所
）

回 月日 内容 講師

1 ％困 初めて手話を学ぷ人のために手話実技府立ろう学校教綸

伊東Ｍｌ祐さん

2ｍ ろうあ者の暮らしと教育手話実技宇治市ろうあ協会佐瀬節子さん

3 駒ね 生活の困りごといろいろ（討論会）手話実技犬
4 火田 手話奉仕貝のｍｍと経験手話実技京都手話奉仕ｉｔ

稲谷悦子さん外

5 加 交流（ゲーム・手話劇）犬
6 陥昶 ｆｆ．ｉＳ会一ろうあ者を囲んで一犬
7 ％（刈手話サークルのｒＳ動手話実技 宇赤ｆ謡の会中邑ｉ享ｆさん外
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献血不用

●ｌＯ日（関西地区補給処10時～正午と13時～15時半一宇治ライオンズクラブ共催）、25日（西友宇治店10時～正午と13時～15時半＝宇治ライオンズクラブ共催）、28日（大久保ショッピングセンターｌｏ時～正午と13時～15時半）。（保健予防課）

犬・猫の引き取り

●11日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発。宇治保健所11時半着）。（環境保全課）

相談あんない

●青少年相談（27日、市民会館13時～16時）。●京都府交通事故巡回相談（5、19日、京都府宇治地方振興局雲⑩2970，9時～16時）

交通事故の法律問題、示談のしかたなど。

　社会福祉協議会の法律（定員io人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の1O時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（n⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（豊⑩5652）で。
▲ゴミは出し遅れのないように

九
月
三
日
囲
か
ら
、
市
内
の

一
部
地
域
で
、
ゴ
ミ
の
収
集
時

間
帯
が
午
前
と
午
後
入
れ
替
わ

り
未
了
。

今
回
そ
の
対
象
と
な
る
地
域

の
町
内
会
・
自
治
会
へ
は
、
す

で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
未
ｆ
ｙ
の

で
、
間
違
い
の
な
い
ぶ
フ
ご
協

力
を
お
願
い
し
未
了
。
お
知
ら

せ
を
し
て
い
な
い
町
内
会
・
自

治
会
に
つ
い
て
は
現
行
の
ま
ま

で
ｙ
。
ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、

燃
凡
な
い
ゴ
ミ
と
も
同
時
に
変

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十

二
年
十
二
月
か
ら
燃
え
る
ゴ
ミ

の
週
二
回
収
集
を
実
施
し
、
同

時
に
、
午
前
・
午
後
の
地
区
を

指
定
し
て
収
集
し
て
章
ま
し
巡
。

収
集
時
間
帯
に
つ
い
て
は
。
「
お

お
ひ
ね
、
三
年
サ
イ
ク
ル
で
見

直
し
を
行
う
」
と
い
5
従
来
か

ら
の
方
針
に
従
い
、
午
前
と
午

後
の
変
怨
者
る
も
の
で
す
。

（
清
掃
事
務
所
）

9
月
3
日
か
ら
一
部
地
域
で

3
年
サ
イ
ク
ル
で

見
直
し

午
前
・
午
後
が
変
更
に

更
に
な
り
ま
ゐ
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

な
お
、
ゴ
ミ
は
出
1
遅
れ
の

な
い
よ
ラ
お
願
い
1
示
ｙ
。

宇
治
市
民
図
書
室
（
ａ
⑩
4
0
4
9
）

2
6
日
團

2
5
日
叫

2
1
日
吻

2
0
ｔ
ｎ
Ｅ

1
9
日
出

1
8
日
㈹

1
4
日
岬

1
3
日
哨

1
2
日
團
ー

‐
日
㈹

1
0
日
興

7
日
Ｓ

6
日
困

4
日
脚

日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

黄
聚

明
星
町

志
津
川

福
角

南
陵
町

神
明

奥
広
野

広
野

伊
勢
田

開
野
神

白
川

遊
田

蔭
山

棋
島

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

宇
治

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

地
区

5
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0
1
・
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0
1
1
3
1
1
・
0

ｏ
・
0
1
6
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0
1
ゅ
ｏ
～
1
・
4

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
1
0

’
1
4
‥
0
0
～
1
4
‥
5
0

Ｏ
・
0
1
1
0
1
・
0
1
1
・
2

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0
1
1
0
～
1
・
2

1
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
4

拍
］
‥
0
0
～
1
0
‥
3
0

4
・
0
6
・
0
1
・
0
1
1
・
0

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
1
0

3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
5

4
・
0
6
・
0
1
・
4
1
1
・
0

3
・
0
4
・
0
1
°
3
～
1
・
2

ｏ
・
Ｏ
～
1
・
0
1
・
0
1
―
0

3
・
6
・
0
1
・
0
0
ー
ー
・
3

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
．
3
0

1
4
‥
0
0
1
1
6
‥
0
0

駐
車
時
間

万
福
寺
駐
車
場

明
星
集
会
所
前

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

伊
勢
田
神
社

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
店
向
か
い
側

茶
研
登
り
口

迫
田
三
角
公
園

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り
八
木
ガ
レ
ー
ジ

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

ー
旦
椋
公
会
堂
前

宇
治
市
公
民
館
前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

駐
車
場
所

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）し尿城南衛生管理組合電話075－631ー5171）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）9／118Ｂｊａ斟詔志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）
六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122南山（Ｂ）、金草原
325南山畑、北山畑．大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部

426北畠、桧尾、須留、平尾
527花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園．御ｍ山，畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
628．北ｍｍ山（平尾）、中御蔵山、町並ｉ奈良町、畑町、炭山令域

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

319池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

29正中（国鉄以西）ヽ西中‾部ヽ東中（国鉄以西）ヽ陣之内（国鉄以西）ヽ河原ヽ徳永ヽ柿ノ木町ヽ7一丁目、札ノ辻町、紺屋町、北島

810／1内畑、西中・、中村（国鉄以西）．大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
1010／＾大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
1210／4寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地，大林一部．

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）420神明（全域）

宇治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

1310／Ｓ西浦一部．新開、平野府営住宅、折坂一部
14福角（国鉄以西）．日皆田．岡本．上村．大八木島
17車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
18車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
19福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割三番割一部
20西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

開町（国道筋を除く全域）521広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

21芝ノ東ｅ府道以東）、広岡谷．南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）

428笠取

広野町（桐生谷、―里山、東裏、寺山．国道筋を除く西裏・茶屋裏）

622大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ．大竹、上ノ山．久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

白川・志津川’菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、｀市道以東）、中島、122石塚（心華寺通り以西）

325東畏、一里山、桐生脊、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）724開町（国道筋）

広野町（成田、新成田．国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

426小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宵北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権現町）．琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、527壱番一部（宇治橋通り以北．宇治警察西側通り以西）

628‾卜居、菩法、壱番．妙楽、子文子、里尻（国鉄以南）、塔川
729蓮華、乙方、東内、又振、山田．紅斎、白川、金井戸、山本．荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、810／1池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

宇治（半白）
825小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域．西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山．毛語）

20田原、井ノ尻、日椋．平盛、南ノロ
北ノ．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、21
寺山胎光固団地）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

1026道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な，
どでし尿収集届出に異動があ
ったときは、市役所清掃事務

所へ届け出てください。
（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域

12羽拍子町
325蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

1127までの市道筋以北の西浦）伊勢田町ｍ遊田）

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地．中央台、西山（国道以西）、426神楽田（山中含む）

527戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）小桜

棋島町（全域）1228少倉町（近鉄以東の新田島）
于治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟．｀天神）

628東目川、西目Ｉ｜｜．南落合（0～3の通りまで）
729南落合（4の通り以降～13の通りまで）
810／1南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田．御園、陣ノ131ｏ／1内、赤塚、花揃、金草原、ヒ畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中＾

1010／2南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）
山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、1110／3郡、石橋（大川原線以東）

1410／2

余゛ｍ（騨こ撮離；こ淡畿ＩＪ乱

・東中）五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝・ノ東）

1210／4老ノ木、久保、酉山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山．吹前、中川原（大川原線以東）、1310／5十一（大川原線以貳国道ｐ紅）、十六（国道以前十八（国道以前

14寺内、西浦
17南堀池（本通り以北）南堀池（本通り以南）

木幡（熊小路）五ヶ庄（Ｓ雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

1710／3趾瓢％舒5ｔａ．駄ｖ－ヽ．竺Ｊ

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）菟道（平町）

18南堀池（大和、田中）、堀？ｔｆｉ
南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部．中ノ荒、井尻、19中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、島前、20大町、大川原、中川原（大川原線以西）、石橋（大川原線以西）

21巾山（近鉄以西）毛誤若林

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
9
月

分
)

ゴミの

収集時間

9月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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